
種別 データ型 内　容 最大数値（符号
なしの場合）

整数型

bit 1ビット数値 0か1のみ
int

16ビット整数値 65,535
short

short long 24ビット整数値 16,777,215
long 32ビット整数値 4,294,967,295
long long 32ビット整数値 4,294,967,295

文字型 char 8ビット文字データ
または整数型 255

実数型

float

32または24ビット
浮動小数（符号付）
（ProjectのProperties
で32か24を設定）

−

double

32または24ビット
浮動小数（符号付）
（ProjectのProperties
で32か24を設定）

−

型なし void − −

表1　PIC16F1ファミリ用MPLAB XC8 Cコンパイラに用意さ
れているデータ型
変数を使うときはなんらかの型を必ず宣言する必要がある
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①データ型

● 変数を格納するために用意された器
　C言語で扱うデータは，「定数」と「変数」の2種
類に分けられます．
　定数は，プログラムの実行前から値が決まっていて，
実行後も値が変わらないデータです．一定期間記憶し，
必要なときに利用できるように，個別に固有の名前を
付けて区別します．
　これに対し変数は，処理するデータを入れる器です．
中身の値は，プログラムの実行とともにいろいろな値
に変化します．こちらも定数と同様に，必要なときに
利用できるように，個別に固有の名前を付けて区別し
ます．変数には，格納する器のサイズを決めるため，
いくつかの「データ型」が用意されています．

　本章では，マイコンを効率よく動かすためのCプ
ログラミングの要点を紹介します．� 〈編集部〉

　本項では，データ型の指定のしかたや，使いかたを
解説します．間違いやすい「型変換」についても解説
します．

● 型は変数宣言のときに指定する
　C言語で変数を使うときは，あらかじめ変数名と型
を宣言しておきます．宣言は，次のように型と変数名
を並べて記述します．宣言の記述の前に，修飾子を追
加することもあります．
[修飾子]␣データ型␣変数名[,変数名,変数名,…];
● 記述例
int Set = 0x1234;  //初期値セット
int Counter, Value;
unsigned char Seg1, Seg2, Seg3;
char  Flag1, Flag2;

　変数名には，英数字とアンダ・バーが使えます．
PIC16F1ファミリで使うMPLAB XC8コンパイラで
は，最大255文字の変数名が付けられます．大文字と
小文字はデフォルトだと区別するようになっています．
同じ名前の変数を大文字と小文字で使い分けることは，
混乱を招く原因になるのでやめましょう．
　同じ型の変数をいくつか宣言するときは，例のよう
にカンマで区切れば1行でまとめて記述できます．記
述に「= 値」を追加すれば，初期値の設定もできます．
　C言語のキーワード（予約語）と同じ変数名を宣言す
ると，コンパイル時にエラーが発生します．変数名は，
予約語と同じ名前にならないように宣言しましょう．

● 扱う数値によって3つに分類される
　すべての変数は，必ずなんらかの型を定義して使い
ます．MPLAB XC8コンパイラには，表1に示すデー
タ型が用意されています．
▶分類1：整数型
　bitからcharまでは整数で，それぞれ1ビットから
32ビット（4バイト）までサイズが決まっています．そ
のため，表現できる数値の最大値も型によって決まり
ます．bitでは，複数の変数を1バイトのメモリにま
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